
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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　平安時代中期、丑の刻になると一団の黒雲が御所を覆い、時の帝・堀河天皇は決まってうなされるということが毎夜続きました。
　重臣たちは帝の心をお慰めしようと大酒宴を催そうと考え、その準備を楓姫に命じます。楓姫は都より料理の名人・猪乃早太を
呼び出し、料理を作らせました。
　その最中、御殿に怪物が現れ、早太を襲おうとしましたが、楓姫によって追い払われ、怪物は住処である東三条ヶ森へと逃げ帰
ります。その怪物は、頭は猿で胴は牛の如く、手足は虎に似て、尾は大蛇の姿で「鵺（ぬえ）」と呼ばれました。
　帝より鵺退治の勅命を受けた弓の達人・源頼政は、楓姫とともに東三条ヶ森へ赴き、日ごろより祈願する弓矢八幡の御神徳を戴
き、見事に退治するという物語です。

第二幕『源頼政』（みなもとのよりまさ）
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　東の国の新皇を名乗った平将門（たいらのまさかど）は、天慶（てんぎょう）の乱で藤原秀郷（ふじわらのひでさと）・平貞盛（たい
らのさだもり）の軍に敗れ去ります。
　平将門の娘・五月姫（さつきひめ）は、父の怨念を果たす為、貴舟（きふね）の社（やしろ）に「願」をかけ、満願と共に貴舟の神よ
り妖術を授かります。五月姫は、名を「滝夜叉姫」と改め、父の因縁の郷、下総の国・猿島（さしま）の地に立ち戻り、多くの手下を従
えて反乱を企てます。
　陰陽師・大宅中将光圀（おおやのちゅうじょうみつくに）らは、朝命を奉じて下総の国へと向かい、陰陽の術と邪心の妖術の激し
い戦いとなりますが、滝夜叉姫の朝廷に対する復讐は成らず、無惨に敗れ去っていくという物語です。

第一幕『滝夜叉姫』（たきやしゃひめ）

宮乃木神楽団プロフィール ～広島市安佐北区～
　平成10年に、広島県広島市安佐北区飯室の野原八幡神社を御祭神として設立しまし、阿須那系八調子を源流とする、梶矢
神楽団に師事を受けています。
　神楽とは何か？を考え、儀式舞、儀礼舞、能舞の流れをふまえ、先人たちの築き上げた心意気を学びたいと考えています。
設立から15年を迎え、年間40回を越える出演依頼を頂き、感謝しております。
　今後とも芸を磨き、見る人の心に残る神楽、また足を運んで頂けるよう日々精進していきたいと思います。

みやのきかぐらだん


